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デジタル田園都市国家構想総合戦略の全体像 5か年計画（2022~27年）
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_denen/pdf/20221223_gaiyou.pdf

http://#
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デジタル田園都市国家構想の実現に向けた新たな主要KPI
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_denen/pdf/20221223_gaiyou.pdf

http://#


4

デジタル田園都市国家構想交付⾦（デジタル実装タイプ）の採択地域①
～ 46都道府県、1,009市区町村が採択 https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_denen/dai12/shiryou1-1.pdf

http://#
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デジタル田園都市国家構想交付⾦（デジタル実装タイプ）の採択地域②
～ 46都道府県、1,009市区町村が採択 https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_denen/dai12/shiryou1-1.pdf

http://#
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デジタル田園都市国家構想交付⾦（デジタル実装タイプ）の採択地域②
～ 46都道府県、1,009市区町村が採択 https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_denen/dai12/shiryou1-1.pdf

http://#
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デジタル田園都市国家構想交付⾦ ~ 都道府県別の採択団体数・割合
https://www.chisou.go.jp/sousei/about/mirai/policy/service/pdf/11_danntaisu.pdf

http://#
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スマートシティと地域幸福度指標（改訂版）の全体像

幸福感

スマートシティ
政策レイヤー

地域幸福度
指標レイヤー

総合的な政策
インパクトレイヤー

国家レベルの
ウェルビーイング
政策との接点

カテゴリー
の整合化

主観

客観

最先端サービスの図： https://www.chisou.go.jp/sousei/meeting/tihousousei_setumeikai/pdf/r02-07-21-shiryou12.pdf

http://#
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自分らしい生き方（6）地域の人間関係（2）生活環境（16）

◼ 身体的に健康な状態である
（健康）（地域の幸福）

◼ 精神的に健康な状態である
（健康）（地域の幸福）

健康状態（2）

◼ 新たなことに挑戦・成長するための機
会がある（ダイナミズム・誇り）（モチ
ベーション）

事業創造（１）

◼ 文化・芸術・芸能が盛んで誇らしい（ダ
イナミズム・誇り）

◼ 将来生まれてくる世代のために、良い環
境や文化を残したい（多世代共創）

文化・芸術（２）

◼ やりたい仕事を見つけやすい
◼ 適切な収入を得るための機会がある

雇用・所得（２）

◼ 学びたいことを学べる機会がある

教育機会の豊かさ（１）

◼ 私は同じ町内に住む人たちを信頼して
いる（社会関係資本）

◼ 地域活動（自治会・地域行事・防災
活動等）への市民参加が盛んである
（社会関係資本）

◼ 困ったときに相談できる人が身近にいる
（つながり・感謝）（社会関係資
本）

◼ 町内の人が困っていたら手助けする
（向社会的行動）

◼ このまちに愛着を持っている（一体
感）

地域とのつながり（5）

◼ 町内にはどんな人の意見でも受け入れ
る雰囲気がある（異質性・多様性）

◼ 私は見知らぬ他者であっても信頼する
（異質性・多様性）（過干渉・不
寛容）

◼ 私は、町内（集落）の人が自分をどう
思っているかが気になる（一体感）
（過干渉・不寛容）

◼ 女性が活躍しやすい
◼ 若者が活躍しやすい

多様性と寛容性（5）

◼ 医療機関が充実している（利便
性）

◼ 介護・福祉施設のサービスが受
けやすい

医療・福祉（2）

◼ 公共交通機関で好きな時に好き
なところへ移動ができる

移動・交通（１）

◼ 日常の買い物に全く不便がない
（利便性）

◼ 飲食を楽しめる場所が充実して
いる

買物・飲食（２）

◼ 防犯対策（交番・街燈・防犯カメラ・住
民の見守り等）が整っており、治安がよい

◼ 歩道や信号が整備されていて安心である

事故・犯罪（２）

◼ 自宅には、心地よい居場所がある
（居住空間）

◼ 【逆】自宅の近辺では、騒音に悩ま
されている（秩序）

◼ 適度な費用で住居を確保できる

住宅環境（３）

◼ 子育て支援・補助が手厚い
◼ 子どもたちがいきいきと暮らせる

子育て（２）

◼ 教育環境（小中高校）が整って
いる

◼ 通学しやすい場所に学校がある

初等・中等教育（２）

自然災害（１）

◼ 暮らしている地域では、防災対策が
しっかりしている。

◼ 地域の雰囲気は、自分にとって心
地よい（相性）

◼ まちなか、公園、川沿い等で、心
地よく歩ける場所がある

公共空間（２）

◼ 地域の行政は、地域のことを真剣に考
えている（地域行政）（社会関係資
本）

◼ 公共施設は使い勝手良く便利である
（利便性）

地域行政（2）

遊び・娯楽（１）

◼ 楽しい時間を過ごせる娯楽施設
がある

都市景観（１）

◼ 自慢できる都市景観がある

◼ 行政サービスのデジタル化が進
んでいる

◼ 仕事や日常生活の場でデジタ
ルサービスを利用しやすい

デジタル生活（２）

自然景観（１）

◼ 自慢できる自然景観がある

◼ 身近に自然を感じることができる
（自然）

◼ 暮らしている地域の空気や水は澄んで
いてきれいだと感じる（自然）

自然の恵み（２）

◼ リサイクルや再生可能エネルギー活用等、
環境への取組みが盛んである

環境共生（１）

主観評価指標（改訂版）

◼ 自分のことを好ましく感じる（一体
感）

自己効力感（1）

◼ 現在、あなたはどの程度幸せですか？
◼ あなたの町内（集落）の人々は、大体において、どれぐらい幸せだと思いますか？
◼ 自分だけでなく、身近な周りの人も楽しい気持ちでいると思う
◼ 住んでいる地域の暮らしに満足している

地域における幸福度・生活満足度（4）



10

主観指標に関する全国アンケート調査

◼ 主観指標に関する全国アンケート調査は、本年６
月末に調査結果公表予定

◼ サンプル数は、約８万件。そのうち１万件は、性・
年代・地域（８エリア：海道、東北、関東、中部、
近畿、中国、四国、九州沖縄）の人口構成に近
似したサンプルの回収（回答確率50％/50％の
場合での標準誤差5%の統計有意性を確保）を
行い、日本全体での幸福感やその他因子の特徴
を把握し、分析を行う際の基準とする

◼ 残る7万サンプルは人口構成比とは切り離し、政
令指定都市で最低1千サンプル、デジ田
Type2/3/X採択自治体で4百サンプル、その他
自治体は1百サンプルの回収上限を設定し、可能
な限り多くの自治体でサンプル数の回収数が増加
するように工夫

ご参考

Unit 今回 前回

総サンプル数 サンプル数 80,000 34,000

日本全体（８地域で割り付け） サンプル数 10,000 34,000

その他都市サンプル サンプル数 70,000 0

100S以上回収できる自治体（見込） サンプル数 400 71

Unit 回収上限

政令指定都市 サンプル数 1,000

Type2/3/X サンプル数 400

その他自治体 サンプル数 100

＜ご参考＞ ～ 自治体個別アンケート調査

・令和３年度補正予算にてデジ田Type2,3に採択された自治体で
は、サンプル数の充実・自治体独自設問の追加を目的に多くの自
治体が独自アンケート調査を実施。交付金ではアンケート調査に関
する費用も負担可能

・実施方法は様々だが、多くは以下３パターン
①自治体独自でアンケートを実施
②調査会社・コンサルティング会社にアンケートを依頼
③大学に協力を依頼
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岡山県吉備中央町のケース ～ Well-Being指標と事業サービスKPIの体系

出典： 2023年3月30日付「デジタル田園都市国家構想実現に向けた地域幸福度（Well-Being）指標の活用促進に関する検討会（第2回）」 吉備中央町プレゼン資料から抜粋
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岡山県吉備中央町のケース ～ Well-Being調査結果と事業施策の関係

出典： 2023年3月30日付「デジタル田園都市国家構想実現に向けた地域幸福度（Well-Being）指標の活用促進に関する検討会（第2回）」 吉備中央町プレゼン資料から抜粋
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香川県三豊市のケース ～ ロジックツリーによる可視化とマップの作成

出典： 2023年3月30日付「デジタル田園都市国家構想実現に向けた地域幸福度（Well-Being）指標の活用促進に関する検討会（第2回）」 三豊市プレゼン資料から抜粋

市民や企業が、、三豊市の目指す「将来の
ありたい姿」と、それを実現する取組を確認
できる三豊未来マップを作成
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R4年度Type2/3/X採択自治体向け Well-Being指標ワークショップ

地域幸福度(Well-Being)指標活用の素地となる知識を理解し、活用方法を体験する

①地域幸福度（Well-Being）指標の仕組みを理解する
②地域幸福度（Well-Being）指標を用いた地域の特徴の俯瞰を体験する
③地域幸福度（Well-Being）指標を用いた地域の特徴の可視化を体験する
④行政施策と地域幸福度(Well-Being)指標の関連性を理解する

・平日３～４時間、オンラインでの開催で計画しています
・１回あたりの参加者は30名程度を計画しています
・令和5年6月以降、10月までを目途に複数回の開催を計画しています（参加できる自治体を増やすため、原則参加は
1自治体1回とさせて頂く計画です）

・初回及び2回目までは、デジ田令和4年度補正予算Type2/３/X採択自治体の参加を極力優先したいと思います
・3回目からの開催では、地域幸福度(Well-Being)指標の活用を希望する自治体を広く募集します
・募集方法など詳細は、今後デジタル庁と協議します

地域幸福度(Well-Being)指標の仕組みと使い方を学ぶ目的

参加者

コンセプト
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高度なスキル構築を目的とした「Well-Being指標に基づく政策デザイン」研修
もスタート

O A S I S

講義１・２ 講義３ 講義4 講義5 講義6

• OASISモデル概要
• ウェルビーイングとは
• 各種フレームワーク
• 先進事例の紹介
• 日本人の幸福感
✓ 国レベル
✓ 文化特性

• ディスカッション

• 地域幸福度指標
• 客観指標の分析
• 主観指標の分析
• 相関分析
• 先進事例の紹介

• WS①②の発表
• ディスカッション

• 未来のビジョニング
• バックキャスティング
• 幸福のシナリオ構築
✓ 統合マップ
✓ ロジックツリー

• 先進事例の紹介

• WS③④の発表
• ディスカッション

• WS⑦⑧の発表
• ディスカッション

アサイメント１ アサイメント２ アサイメント３ アサイメント４ アサイメント５

• WS①（幸福度指標システム）
• WS②（客観指標分析）

• WS③（主観指標分析）
• WS④（相関分析）

• WS⑤（統合マップ）
• WS⑥（ロジックツリー）

• 幸福のシナリオ（続）
（ブラッシュアップ）

• ロジックモデルの作成
• スコアカードの作成

• WS⑤⑥の発表
• ディスカッション

• 全資料を統合し、
レポートとして提出

• WS⑦ロジックモデル
• WS⑧スコアカード
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まとめ

◼ デジタル田園都市国家構想は、5年計画（2022~27年）の現在2年目。Type1~3
及びXで合計46都道府県、1,009市区町村が採択され、地域DXは、「点⇒線⇒面」
へと展開が加速中。

◼ この2年間に、Type2、3、Xに採択された自治体はウェルビーイング指標を鋭意導入中。
加えて、デジ田外で独自にウェルビーイング指標を導入を進めている自治体も少なくない。
合計で100自治体程度がウェルビーイング指標を導入中と時代のトレンドを形成。

◼ ウェルビーイング指標は、昨年（初年度）の経験を踏まえ、今年度は改訂版をリリース。
改訂版では、主観的幸福感の質問が50問へと削減（客観指標は更に充実）。現在、
サンプル数8万人の全国調査実施中（昨年度は34,000人）。6月に結果公開予定。

◼ ウェルビーイング指標のフォーカスは、アンケート手法からアンケート結果に基づく政策デザ
イン高度化へシフト。基礎的なワークショップの全国展開の他、高度なスキル構築を目的
としたOASIS研修もスタート。浜松市、会津若松市、加古川市等が導入第一陣。


